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　当時のカリキュラムは、一般教養と専門科目に分かれて









二〇名ととても多いことにたまげた。そし 、さらに男が多いことでもたまげた。でも一番たまげたのは、粟屋がそこにいなかったことである…我々 荒（敬）先生と当時院生であった小林 （元裕） さんの指導を仰ぐことになった。
　ゼミのメンバーは激しい競争をくぐりぬけてゼミ入りし








る横浜市の市史編纂室にアルバイトに行っ 横浜までは遠かったけど、マイクロフィルムを起こす作業は仕事としてとても楽しかった。その延長として合宿も横浜で行わることにな 。合宿というと涼しい高原でテニスなどを嗜みながら、温泉と酒にひたるという美 い青春の一コマを予想していた自分にとって、都会の真ん中での集団での「お泊り」ということに今一つピンとこないものがあった。
　いろいろなこと（色恋沙汰も含めて…）があった合宿で
あったが、何よりも思 出深いのが「麻雀事件」である。事件と言っても、大 た話ではないのだが 要は飲み会の
途中に四人で抜け出して麻雀をやっていたのである。このことが、先生（粟屋先生ではありません）の逆鱗に触れてしまったのである。その夜は一級上の先輩も飲み会に来て下さり、盛り上げてくれていたこともあり、なおさら我々の逃亡は目立ってしまった。
　今思うと、麻雀なんて、ゼミの帰りにでもいくらでも出
来るはずで、貴重な飲み会をすっぽかしてしまったことは二〇年以上たった今も後悔している。先生の御立腹度もかなりのもので、正直面喰 というところでもあるのだが…そんな事をしているうちに いつ 間にかゼミ 中で劣等生的立場を確実に築いてい ことも確かであろう。
　その他、この紙面では書けないこともいろいろあるが、
合宿の帰りにはしっかり山下公園に立ち寄 横浜気分は満喫して帰った（バイトでしょっちゅう来て んだろう！と突っ込みを入れられそうだが） 。六、ゼミでの成果について
　ゼミでの成果として、三年次には石原莞爾について、卒
論は東郷茂徳について論文を書いた。内容はおそらく今思うととても恥ずかしいものだったに違いない。特に 卒論に関して 先生からＩＰＳ尋問調書を預かり、英文とのにらめっこが長く続いた。図書館 本館で過ごした時間や冬




くることになった。お世話になっておきながら、粟屋先生には何もお知らせせずに戻ってきて、先生にいきなり五号館前で声をかけられた時は嬉しかった。以来、月日が流れて一七年。入試業務を担当し、自分とし も最後の担当者と思って臨んだ今春の入試。粟屋先生にとっ も教員として最後の入試となり、先生 監督控室に迎える を楽しみにしていた。だが、一本の電話が。 「粟屋先生は風邪で休みだそうです。自宅からです」 後輩から 報告。
　やれやれ。まあ、それも先生らしいな、と少しホッとし




の同期と飲みたい」とお しゃっていただいたこと、嬉しかった。楽しい飲み会にな た。すっかりいい気分の先生は渋谷 坂が登れず、 んなで後ろから押して二次会に行ったこと、全てが忘れられ い光景である。
　研究には厳しいが、学生のことがとっても好きで、ゼミ
生のことを本当によく覚えてい 愛ある先生 その愛が飲み会の時には別の方向に行くこともありましたが、まあ、先生も若かったんですよね と書 ている自分、ちょうど自分たちを指導していただいていた頃の粟屋先生の年代になりました。まだまだですね。
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